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1 業務概要 

1.1 業務名 

前橋市自然環境調査（植物）業務 

 

1.2 業務の目的 

本調査は、前橋市の自然環境の現況を調査・把握し、過去に実施した調査結果との比

較・評価を行うことで自然環境の現状及び経年変化を把握すると共に、併せて市民参加

型の調査手法を導入することで環境保全意識の醸成を図り、生態系の保全を推進するこ

とを目的とする。 

 

1.3 履行期間 

履行期間は、以下の通りである。 

 自 平成 30 年 4 月 2 日 

至 平成 31 年 3 月 29 日 

 

1.4 発注者 

前橋市 環境部 環境政策課 環境森林係 

 TEL：027-898-6292， FAX：027-223-8524 

 

1.5 受注者 

株式会社 緑生研究所 

東京都調布市小島町 2 丁目 40 番地 10 桐生ビル 2 階 

 TEL：042-499-7211， FAX：042-487-4334 

 代表取締役：長谷研次 

 

1.6 業務概要 

前橋市では、自然環境に係る基礎資料を得ることを目的に「自然環境基礎調査」を実

施し、その後は経年変化を把握するための追跡調査として「自然環境調査」を分野別に

実施している。本調査は過去の調査結果との比較等を行うため、自然環境基礎調査にお

いて調査を実施した地点の中から選定した地点において現地調査を行うこととする。 

併せて、市民参加型の調査手法を取り入れ、自然環境の保全に対する意識啓発を図る

業務を含めることとする。 

業務項目を表 1-1に、調査地点を表 1-2及び図 1-1に示す。 
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表 1-1 業務項目一覧 

項 目 内 容 

調査準備等 事前確認 

 実施計画書の作成。 

 許可申請、届出等。 

 自然環境保全推進委員会へのヒアリング。 

現地調査 植物相調査 

 植生調査 

 調査結果の報告（速報の作成）。 

市民調査（自然観察会） 企画・運営 

 調査結果の集計・分析等及び成果品への反映。 

調査結果のとりまとめ 報告書の作成及びリストの作成。 

打合せ協議等 委員会への参加（2回程度） 

 業務打合せ（2回程度） 

 その他 
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表 1-2 調査地点一覧 
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図 1-1 調査地点図 
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2 春季調査結果（速報） 

2.1 春季調査工程 

春季調査は、以下の工程で実施した。 

 

表 2-1 調査工程表（春季） 

 

 

 

2.2 春季調査結果①（確認種） 

春季調査の結果、127 科 449 属 898 種（亜種、変種などを含む）が確認された。分類

群別確認種数を表 2-2に、確認種目録を表 2-3に示す。 

 

表 2-2 分類群別確認種数（春季） 

 

 

 

 

 

 

午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後

6月13日（水）

No.26
No.20

補足(No.26)

6月12日（火）
No.25

補足(No.7)

5月24日（木）

5月25日（金）

No.16
No.6
No.27
No.22

補足(No.22)

No.19
No.13
No.24
No.7

No.4
No.17
No.1

5月22日（火）

調査日

5月23日（水）

No.15
No.14

調査地点

No.12

科数 属数 種数

13 26 65

4 7 8

離弁花類 67 212 411

合弁花類 27 111 212

16 93 202

127 449 898

分　類　群

スギナ、ゼンマイ、リョウメンシダ、キヨタキシダ、
オシャグジデンダ等

イチョウ、アカマツ、スギ、ヒノキ等

合　　計

　シダ植物

種
子
植
物

裸子植物

被
子
植
物

双
子
葉
類

　単子葉類

アカメヤナギ、シラカンバ、コナラ、コギシギシ、ヒ
メイチゲ、ミヤマザクラ等

レンゲツツジ、クサタチバナ、ミゾコウジュ、トキワ
ハゼ、タニギキョウ等

ホウチャクソウ、バイケイソウ、ヌカボ、ウラシマソ
ウ、サナギスゲ、オオハリイ等

確認された主な種
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表 2-3（1） 確認種目録（春季） 
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表 2-3（2） 確認種目録（春季） 
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表 2-3（3） 確認種目録（春季） 
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表 2-3（4） 確認種目録（春季） 
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表 2-3（5） 確認種目録（春季） 
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表 2-3（6） 確認種目録（春季） 
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表 2-3（7） 確認種目録（春季） 
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表 2-3（8） 確認種目録（春季） 
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表 2-3（9） 確認種目録（春季） 
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表 2-3（10） 確認種目録（春季） 
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表 2-3（11） 確認種目録（春季） 
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表 2-3（12） 確認種目録（春季） 
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表 2-3（13） 確認種目録（春季） 
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表 2-3（14） 確認種目録（春季） 

 

 

 

  

No.1 No.4 No.6 No.7 No.12 No.13 No.14 No.15 No.16 No.17 No.19 No.20 No.22 No.24 No.25 No.26 No.27 環境省RL 群馬県RL
858 カヤツリグサ サナギスゲ Carex heteroclita ● ○
859 ヤマアゼスゲ Carex heterolepis ● ● ○
860 ホソバヒカゲスゲ Carex humilis ● ● ● ● ● ● ● ○
861 カワラスゲ Carex incisa ● ● ● ● ● ○
862 ジュズスゲ Carex ischnostachya ● ● ○
863 ヒゴクサ Carex japonica ● ● ● ● ● ● ● ● ○
864 テキリスゲ Carex kiotensis ● ○
865 ヒカゲスゲ Carex lanceolata ● ● ● ● ● ○
866 アズマスゲ Carex lasiolepis ● ○
867 ゴウソ Carex maximowiczii ● ● ● ● ● ○
868 ノゲヌカスゲ Carex mitrata var. aristata ● ● ● ○
869 ヒメシラスゲ Carex mollicula ● ● ○
870 シバスゲ Carex nervata ● ○
871 ミコシガヤ Carex neurocarpa ● ● 準絶滅危惧 ○
872 ヒメスゲ Carex oxyandra ● ● ○
873 グレーンスゲ Carex parciflora ● ○
874 コジュズスゲ Carex parciflora var. macroglossa ● ○
875 イトアオスゲ Carex puberula ● ○
876 シラコスゲ Carex rhizopoda ● ○
877 クサスゲ Carex rugata ● ● ○
878 サドスゲ Carex sadoensis ● ○
879 タガネソウ Carex siderosticta ● ● ● ● ● ● ○
880 ヤワラスゲ Carex transversa ● ○
881 アオガヤツリ Cyperus nipponicus ● ○
882 マツバイ Eleocharis acicularis var. longiseta ● ● ○
883 オオハリイ Eleocharis congesta f.dolichaeta ●
884 メアゼテンツキ Fimbristylis velata ● ○
885 ヒメホタルイ Scirpus lineolatus ●
886 ウキヤガラ Scirpus yagara ● ○
887 ショウガ ミョウガ Zingiber mioga ● ● ● ● 植栽・逸出種 ○

222
種

194
種

190
種

294
種

223
種

284
種

184
種

184
種

195
種

180
種

214
種

119
種

303
種

183
種

222
種

238
種

216
種

注１）科名、和名、学名及び種の配列は、原則として前橋市経年リストに従った。これに 掲載のない種は、原則として「米倉浩司・梶田忠 (2003-)　「BG Plants 和名－学名 インデックス」（YList），http://ylist.info」に従った。 

No. 種名 学名
地点 重要種

備考 既往調査での確認科名

合計127科898種
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2.3 春季調査結果②（重要種及び特定外来生物） 

春季調査では、表 2－4 に示す 18 科 20 種の重要種および表 2－5 に示す４科４属４種

の特定外来生物が確認された。 
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表 2-4 重要種確認状況（春季） 

 

 

 

 

表 2-5 特定外来生物確認状況（春季） 

 

  

No.1 No.4 No.6 No.7 No.12 No.13 No.14 No.15 No.16 No.17 No.19 No.20 No.22 No.24 No.25 No.26 No.27 環境省RL 群馬県RL
コヒロハハナヤスリ ● 絶滅危惧ⅠA類 ○
ハマハナヤスリ ● （注1）

ヤドリギ マツグミ ● 絶滅危惧ⅠB類 ○
タデ コギシギシ ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 準絶滅危惧 ○
ケシ ナガミノツルキケマン ● 準絶滅危惧 準絶滅危惧 ○
アブラナ コイヌガラシ ● 準絶滅危惧 準絶滅危惧 ○
ベンケウソウ アズマツメクサ ● 準絶滅危惧 絶滅危惧Ⅱ類
バラ サナギイチゴ ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ○
フウロソウ コフウロ ● 準絶滅危惧 ○
スミレ ヒゴスミレ ● ● 絶滅危惧Ⅱ類 ○
サクラソウ クリンソウ ● 絶滅危惧ⅠB類 ○
ガガイモ クサタチバナ ● ● 準絶滅危惧 準絶滅危惧 ○
クマツヅラ コムラサキ ● ●（注２） 絶滅危惧ⅠB類 逸出もあり ○
シソ ミゾコウジュ ● ● ● 準絶滅危惧 準絶滅危惧 ○
ゴマノハグサ カワヂシャ ● ● ● 準絶滅危惧 準絶滅危惧 ○

ホソバニガナ ● 絶滅危惧ⅠB類 絶滅危惧Ⅱ類 ○
ノニガナ ● 絶滅危惧Ⅱ類 ○

ユリ オオチゴユリ ● ● ● 準絶滅危惧 ○
イネ セトガヤ ● 絶滅危惧Ⅱ類 ○
カヤツリグサ ミコシガヤ ● ● 準絶滅危惧 ○

1種 2種 1種 1種 1種 10種 4種 2種 1種 0種 0種 1種 1種 0種 3種 2種 2種

注1）ハマハナヤスリは群馬県で初記録の可能性があり、検討を要す。ここでは、 群馬県RLにコハナヤスリ（最近の見解で本種とコヒロハハナヤスリの雑種と される）が該当するため、重要種として扱った。 
注2）コムラサキはNo.13の乾谷沼での確認個体は生育環境から野生個体とみなした。その他の地域で確認されたものは栽培品の逸出と判断した。
注3）このほか春季調査ではハンゲショウについては今回確認されたものは栽培、逸出品と判断し、重要種リストからは除外した。

備考
既往調査
での確認

科名 種名
地点 重要種

ハナヤスリ

キク

合計：18科20種
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重要種写真（1/2） 

 

コヒロハハナヤスリ 

（ハナヤスリ科） 

 

ハマハナヤスリ 

（ハナヤスリ科） 

 

マツグミ 

（ヤドリギ科） 

 

コギシギシ 

（タデ科） 

 

ナガミノツルキケマン 

（ケシ科） 

 

コイヌガラシ 

（アブラナ科） 

 

アズマツメクサ 

（ベンケイソウ科） 

 

サナギイチゴ 

（バラ科） 

 

コフウロ 

（フウロソウ科） 

 

ヒゴスミレ 

（スミレ科） 

 

クリンソウ 

（サクラソウ科） 

 

クサタチバナ 

（ガガイモ科） 

 

コムラサキ 

（クマツヅラ科） 

 

ミゾコウジュ 

（シソ科） 

 

カワヂシャ 

（ゴマノハグサ科） 
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重要種写真（2/2） 

 

ホソバニガナ 

（キク科） 

 

ノニガナ 

（キク科） 

 

オオチゴユリ 

（ユリ科） 

 

セトガヤ 

（イネ科） 

 

ミコシガヤ 

（カヤツリグサ科） 

 

 

特定外来生物写真 

 

アレチウリ 

（ウリ科） 

 

オオフサモ 

（アリノトウグサ科） 

 

オオカワヂシャ 

（ゴマノハグサ科） 

 

オオキンケイギク 

（キク科） 
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【非公表】 

２４ページから４０ページは重要種に係る記載があるため、 

非公表としています。 


